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研究成果の概要（和文）：　環境管理会計手法であるマテリアルフローコスト会計（MFCA）を基礎に、企業がサ
ステナビリティ社会に貢献するために、環境管理会計手法をさらに発展させることができた。
　具体的には、エネルギーを含めて資源生産性を向上させるMFCAの企業事例を増やすことができた。また、他の
管理会計手法との連携も試み、サステナビリティ社会に貢献する新たな管理会計手法の開発にも取り組むことが
できた。さらに、非財務情報を含む企業のサステナビリティ情報を、MFCA情報を基礎にどのように経営に活かし
情報開示できるかについて、国内外の研究ネットワークを活用し、実務的・理論的に検証し、調査研究でき、そ
の成果も発表できた。

研究成果の概要（英文）： Based on the Material Flow Cost Accounting (MFCA), which is an 
environmental management accounting method, we could further develop the environmental management 
accounting method to contribute to the sustainability society.
 Specifically, it was possible to increase the number of corporate case studies of MFCA that 
improves resource productivity including energy with CO2 emissions. In addition, collaboration with 
other management accounting methods has been conducted to develop new management accounting methods 
that contribute to the sustainability society. In addition, about how to disclose information on 
management of the company's sustainability information of companies including non-financial 
information based on MFCA information, this research issue was practically and theoretically 
verified and researched with use of domestic and international research networks. Many research 
results could be published and announced.

研究分野： 管理会計

キーワード： 環境管理会計　マテリアルフローコスト会計　サステナビリティ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　環境管理会計手法の更なる発展は企業がサステナビリティ経営を促進する上で重要で、本研究では企業事例を
もとにMFCAを基礎とした環境管理会計手法を開発し発展させることは学術的研究や、サステナビリティ社会の実
現をする上でも非常に重要である。本研究成果では学会賞を受賞する英語論文を研究成果として出版することが
でき、日本の国内のみならず海外にも本研究成果が共有、発信できることとなったことは、学術的にも社会的に
も意義深い。
　カーボンニュートラルや非財務情報の重要性が世界で急激に増すなかで、MFCA情報は非財務情報と財務情報の
両面でのマネジメント情報を提供することから、今後の更なる研究発展が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
これまでも（約 16 年以上）、環境負荷低減と企業利益向上に同時に役立つ環境管理会計、特

に、マテリアルフローコスト会計（MFCA）の企業実証研究（ケーススタディ）を行ってきた。環

境管理会計は、サプライチェーン経営などへの展開はあるものの、内部環境会計もしくは管理会

計の一分野として、基本的には企業内部のマネジメントに貢献する手法として発展してきた。他

方で、企業内部の業績評価指標のひとつとしての KPIs（Key Performance indicators）への展

開など、企業外部への企業価値評価指標への発展可能性は指摘されてきた。しかしながら、その

具体的な社会的展開は見受けられなかった。 

サステナビリティが喫緊の社会的課題になるとともに、新たな企業情報の開示制度として、

EU（欧州連合）が Non-financial Information の情報開示を EU内の企業に義務化するというこ

ととなった。たとえば、ドイツでは平成 28 年中には具体的な情報開示様式や内容などを設計・

合意し、上場企業を対象に制度化しようとしている。これまでの財務情報だけでは企業のサステ

ナビリティを評価し促進することができないということから、非財務情報である Non-financial 

Information を開示義務化するということである。このように企業が自社の行動を通していかに

サステナビリティに貢献し、貢献した実績を情報開示する時代に適応する企業マネジメント、環

境管理会計手法が必要となってきている。 

 
２．研究の目的 

このような新たな動きの中で、企業やサプライチェーン（バリューチェーン）などプロセス

での資源生産性をマテリアルフロー分析によって見える化（非財務情報）し、コスト情報など財

務情報と統合させて企業の経営意思決定情報を作成する環境管理会計手法の開発、手法の発展

が研究目的である。 

本研究で具体的に活用するマテリアルフローコスト会計（MFCA）は、企業外部に情報開示を

する上でも、企業業績と連携した企業情報として非常に有用となると考えられる。これまでの国

内外の MFCA による企業事例をもとに、企業内や自社のバリューチェーンでの資源生産性に関す

る改善効果が企業の非財務および財務の両面において業績にいかに影響を与えたかを具体的に

検証する。EUを中心に始まる Non-financial Information などにどのように MFCA などの環境管

理会計情報を反映させ、サステナビリティ情報として発展させることは、今後の日本企業ならび

に MFCA を活用するアジアの国々での企業サステナビリティマネジメントに貢献することである。 

 

３．研究の方法 
これまでの調査実績から本調査に適切な日本企業および海外企業（アジアおよびドイツ）に

おける MFCA の成果が、どのように企業の非財務ならびに財務上での業績結果に直結し、企業の

業績指標に反映されているのか、もしくは業績指標に反映しているのかをインタビュー調査す

る。このような基礎研究を踏まえて、Non-financial Information での枠組みで、どのように企

業業績として情報開示が可能なのかを具体的に検証する。また、企業の外部ステークホルダーで

ある国内外の金融機関やサステナビリティに関する評価機関などに、本研究で開発する情報開

示の枠組みや MFCA 情報を基礎とする情報内容が、企業のサステナビリティを評価する指標とし

て有用かつ適切かをインタビュー調査し検証をする。 

 

４．研究成果 

（1）本研究期間で最も研究業績として評価された研究成果は、引用文献①である。本論文は論

文集に収められた英語論文であるが、まず、2020 年日本組織会計学会・学会賞（論文賞）として



評価された。海外出版社による書籍で電子媒体としても出版されている。ドイツ、アウグスブル

ク大学、名誉教授、Bernd Wagner 先生の研究支援も得、本研究課題に関するひとつの結論にも

位置づけられる環境管理会計手法としてのマテリアルフローコスト会計（MFCA）の発展性と、ア

ジアのみならず世界の産業での MFCA の環境管理会計手法としての可能性を各国の企業事例によ

る実績を持って示した研究論文である。今後、MFCA による非財務情報が企業によるサステナビ

リティ経営を可能にし、またサステナビリティ観点での有用な企業評価に貢献できると考える。

さらには、MFCA を生産プロセスやバリューチェーンに導入した場合に、エネルギー消費に関し

てもマネジメント可能となることから、たとえば、Scop3 でのカーボンニュートラルに向けたマ

ネジメント情報としても適用可能である。 

 

（2）本研究の課題として、実務での環境管理会計手法、MFCA の実証研究、普及が重要な課題で

もある。この点に関して、以下に示すような実務家向けのセミナーにも参加、招待され、これま

での環境管理会計やサステナビリティ経営に関する研究成果を紹介し、意見交換を行った。 

 講演（単独）「MFCA Concepts and Methodology」と講演（単独）「Expanding MFCA - Trend, 

Potential and Future Application」を以下のセミナーで実施した。 

 Session3: Sustaining MFCA and Opportunity for expanding the Implementation, 

International Conference on Material Flow Cost Accounting, National Iranian 

Productivity Organization, Teheran Iran, 2017 年 9 月. 

 講演（単独）「1. Concepts of Material Flow Cost Accounting: ISO14051, To understand 

the importance of Material Flow Cost Accounting and ISO standards 14051」、講演

（単独）「2. Material Loss Cost Reduction: ISO14051, To understand how to apply 

the MFCA in workshop and method of MFCA as Kaizen Tools」、講演（単独） 「3. 

Material Flow Cost Accounting in Supply Chain: ISO14052, To understand how to 

apply the MFCA in supply chain and the significance of supply chain loss 

improvement」を以下のセミナーで実施した。 

 The MFCA Seminar (sponsored by Chiang Mai University), Chiang Mai University, 

Thailand, 2018 年 8月 9日. 

 講演（単独）「Overview of MCA development in Japan and recommendations for 

Taiwan’s industry」を以下のセミナーで実施した。 

 「107 年度製造業産品環境足跡與資源永続推動計畫」（財団法人工業技術研究院）, 

國立臺灣師範大學，進修推廣學院、Taiwan, 2018 年 3月 28 日. 

 講演（単独）「How does Japan's MFCA integrated into the industrial management」

を以下のセミナーで実施した。 

 TPCA (Taiwan Printed Circuit Association) ,Taiwan, 2018 年 8月 15 日. 

現在は、コロナ禍の影響で海外渡航が難しい状況ではあるが、これまでのアジアでの研究実

績を活かし、環境管理会計研究を継続するための準備は進めている。 

また、上記以外にも Web ミーティングを活用して、ドイツの研究者などとも共同研究を実施

しており、2021 年に具体的に実施できる予定である。 

 

（3）学術的な成果としては、継続的に環境管理会計研究や管理会計研究の国内外での学会報告

を継続的に実施してきた。そして、その研究成果を学術雑誌や著書として発行した。たとえば、

参考文献②はこれまでのマテリアルフローコスト会計（MFCA）研究成果をもとに、MFCA 研究に



おける最先端の理論と実務事例による論文集を編集し著書として発行した。また、参考文献③に

あるように、2017 年から 2018 年にかけて、日本社会関連会計学会のスタディグループ「持続可

能性社会を目指すための情報開示に関する調査研究」を委員長として主催し、最終報告書として

まとめ発行した。本報告書では、世界で活発化するサステナビリティに関する情報開示動向を共

同研究し、その実態と現状、現状の課題を整理し、今後の研究課題などを議論し、その成果をま

とめた。さらに、参考文献④では、本研究期間に見出した、環境管理会計手法が次世代の管理会

計手法として発展する可能性を英語論文としてまとめた。既存の管理会計手法では既存の企業

課題に特化しており、今日的に見れば限られた企業課題の見える化、その課題解決にしか有用性

がないようになってきていることを示し、MFCA によってサステナビリティ観点での新たな課題

発見ができることを示し論じた。 

 

（4）また、環境管理会計手法をより企業マネジメントの主軸に据えるために既存の企業マネジ

メントや管理会計手法との統合や連携に関しても積極的に研究を進めた。研究論文としては、た

とえば、参考文献⑤では、MFCA が資源生産性に関する管理会計手法として有用であるのに対し

て、TOC は生産システム全体での時間、製品に代表されるスループットの速度に関する管理会計

手法でその両者の親和性や相互補完性は、環境管理会計手法である MFCA の発展に有用であり、

事例などを活用しその有用性を論証した。また、参考文献⑥は、環境管理会計手法としては、製

品開発設計段階に、いかに環境配慮の観点を取り入れるようにできるかが課題である。製品開発

設計段階の管理会計手法である原価企画、見積原価計算へ研究領域を拡張し、サステナビリティ

観点での原価計算の今後の発展型として、四要素機能基準原価計算について企業事例を交えて

検討し解説した。 
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